
(57)【要約】

【課題】　本発明は、耐酸化性で、耐拡散性で、高機械

強度を有し、且つ離型がし易い金型を提供する。

【解決手段】　本発明はガラス成形品を製造するための

金型を提供し、それは成形面を有するベースと、該成形

面に被覆される超硬被膜を含む。該超硬被膜は非晶質窒

化ホウ素基材、及び該非晶質窒化ホウ素基材中に分布さ

れる立方格子窒化ホウ素粒子を有する。金型は、非晶質

窒化ホウ素の良好な潤滑性により離型し易くなり、立方

格子窒化ホウ素粒子の極高の硬度により成形面の機械強

度が増加し、また、該超硬被膜は金型ベースの金属元素

の拡散を防止することができる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 成 形 面 を 有 す る 金 型 ベ ー ス と 、
　 該 成 形 面 に 被 覆 さ れ る 超 硬 被 膜 と 、
　 を 含 み 、 該 超 硬 被 膜 は 非 晶 質 窒 化 ホ ウ 素 基 材 、 及 び 該 非 晶 質 窒 化 ホ ウ 素 基 材 中 に 分 布 さ
れ る 立 方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 硬 被 膜 を 有 す る 金 型 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 金 型 ベ ー ス は Ｓ ｉ Ｃ 、 Ｓ ｉ 、 Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ 、 Ｚ ｒ Ｏ ２ 、 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 、 Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｏ

２ 、 Ｔ ｉ Ｃ 、 Ｂ ４ Ｃ 、 Ｗ Ｃ 、 Ｗ 、 Ｗ Ｃ － Ｃ ｏ の う ち の 一 つ か ら な る も の で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 硬 被 膜 を 有 す る 金 型 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 金 型 ベ ー ス は 焼 結 し て 成 す も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 硬 被 膜
を 有 す る 金 型 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 超 硬 被 膜 は プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 或 は ズ パ ッ タ 法 に よ る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 超 硬 被 膜 を 有 す る 金 型 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 超 硬 被 膜 の 厚 さ は １ μ ｍ 以 上 １ ０ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 超 硬 被 膜 を 有 す る 金 型 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 立 方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 の モ ル 百 分 率 は １ ０ ～ ６ ０ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 超 硬 被 膜 を 有 す る 金 型 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 立 方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 の 粒 径 は ナ ノ メ ー ト ル オ ー ダ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 超 硬 被 膜 を 有 す る 金 型 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 立 方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 の 粒 径 は ５ ｎ ｍ 以 上 １ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 硬 被 膜 を 有 す る 金 型 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 金 型 ベ ー ス の 成 形 面 は 非 球 面 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 硬 被
膜 を 有 す る 金 型 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 金 型 ベ ー ス の 成 形 面 は 平 面 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 硬 被 膜
を 有 す る 金 型 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 金 型 に 関 し 、 特 に 、 離 型 が し 易 い 高 硬 度 の 金 型 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 金 型 は 、 例 え ば 非 球 面 レ ン ズ 、 球 面 レ ン ズ 、 プ リ ズ ム な ど の 光 学 ガ ラ ス 成 形 品 の 製 造 過
程 に 広 く 使 用 さ れ て い て 、 押 出 成 形 法 （ Direct Press-molding） に よ る 光 学 ガ ラ ス 成 形 品
は 、 砂 ま き 、 研 磨 な ど の 精 製 加 工 を す る 必 要 は な く 、 生 産 効 率 及 び 生 産 量 を 大 幅 に 向 上 し
、 且 つ 生 産 品 の 品 質 が 優 良 で あ る 。 し か し 、 押 出 成 形 法 は 金 型 の 化 学 安 定 性 、 耐 熱 衝 撃 性
、 機 械 強 度 、 及 び 表 面 平 滑 度 な ど に お い て か な り 要 求 さ れ て い る も の で あ る 。 従 っ て 、 該
押 出 成 形 技 術 の 発 展 は 主 に 金 型 の 材 料 及 び そ の 製 造 技 術 の 進 歩 に よ り 決 ま る 。 一 般 に 、 押
出 成 形 法 に 使 用 さ れ る 金 型 に お い て は 、 以 下 の よ う な こ と が 要 求 さ れ る 。
　 ａ ． 高 温 時 、 良 好 な 剛 性 、 耐 機 械 衝 撃 強 度 、 及 び 十 分 な 硬 度 を 有 し 、
　 ｂ ． 急 激 な 加 熱 や 冷 却 を 行 う よ う な 熱 衝 撃 過 程 に お い て 、 金 型 は う ね り や 変 形 を 起 こ さ
ず 、
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　 ｃ ． 高 温 成 形 時 、 金 型 の 成 形 面 は 光 学 ガ ラ ス と 化 学 反 応 を せ ず 、 光 学 ガ ラ ス を 接 着 す る
こ と な く 、
　 ｄ ． 高 温 時 、 酸 化 反 応 を せ ず 、
　 ｅ ． 高 精 度 、 高 表 面 平 滑 度 の 成 形 面 を 得 易 く 、
　 ｆ ． コ ス ト が 低 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 通 常 、 従 来 技 術 で は ス テ ン レ ス 或 は 耐 熱 合 金 を 金 型 の 材 料 と し て お り 、 こ れ ら の 金 型 は
高 温 で 酸 化 し 易 く 、 急 激 な 加 熱 や 冷 却 を 行 う よ う な 熱 衝 撃 で 結 晶 粒 が 大 き く な る 。 従 っ て
、 金 型 の 表 面 は 粗 雑 化 し 、 光 学 ガ ラ ス を 接 着 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 問 題 を 解 決 す る た め に 、 非 金 属 及 び 超 硬 合 金 が 金 型 の 材 料 と し て 使 用 さ れ て き た 。
例 え ば 、 炭 化 ケ イ 素 （ Ｓ ｉ Ｃ ） 、 窒 化 ケ イ 素 （ Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ ） 、 炭 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｃ ） 、 炭
化 タ ン グ ス テ ン （ Ｗ Ｃ ） な ど が 金 型 の 製 造 に 用 い ら れ て い る 。 し か し 、 前 記 炭 化 セ ラ ミ ッ
ク の 硬 度 は か な り 高 く 、 例 え ば 高 精 度 の 非 球 面 等 の 所 要 の 形 状 に 加 工 し 難 い 。 ま た 、 超 硬
合 金 は 高 温 で 一 定 の 時 間 使 用 す る と 、 酸 化 し 易 い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 炭 化 物 或 は 超 硬 合 金 か ら な る 金 型 ベ ー ス と 、 該 金 型 ベ ー ス の 表 面 に 形 成 さ れ る
鍍 膜 或 は 被 膜 と を 含 む 複 合 金 型 が 開 発 さ れ て い る 。 例 え ば 、 押 出 成 形 光 学 ガ ラ ス 成 形 品 の
複 合 金 型 は 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て お り 、 そ こ で は 、 高 強 度 の 超 硬 合 金 、 炭 化 セ ラ ミ ッ ク
及 び 金 属 セ ラ ミ ッ ク を 金 型 ベ ー ス と し て 、 且 つ 金 型 の 成 形 面 に （ １ ） イ リ ジ ウ ム （ Ｉ ｒ ）
膜 と 、 （ ２ ） 白 金 （ Ｐ ｔ ） と レ ニ ウ ム （ Ｒ ｅ ） と オ ス ミ ウ ム （ Ｏ ｓ ） と ロ ジ ウ ム （ Ｒ ｈ ）
と ル テ ニ ウ ム （ Ｒ ｕ ） の う ち 少 な く と も 一 つ の も の と 、 イ リ ジ ウ ム と か ら 成 す 合 金 膜 と 、
（ ３ ） ル テ ニ ウ ム 膜 と 、 （ ４ ） 白 金 （ Ｐ ｔ ） と レ ニ ウ ム （ Ｒ ｅ ） と オ ス ミ ウ ム （ Ｏ ｓ ） と
ロ ジ ウ ム （ Ｒ ｈ ） の う ち 少 な く と も 一 つ の も の と 、 ル テ ニ ウ ム と か ら 成 す 合 金 膜 と 、 の う
ち の 一 つ の 膜 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 前 記 貴 金 属 或 は そ の 合 金 の 被 覆 膜 を 使 用 す る の で 、 金 型 の コ ス ト が 増 加 し 、 且
つ 、 炭 化 セ ラ ミ ッ ク 或 は 金 属 セ ラ ミ ッ ク 材 料 か ら な る 金 型 ベ ー ス の 焼 結 過 程 に お い て 、 コ
バ ル ト （ Ｃ ｏ ） 、 ニ ッ ケ ル （ Ｎ ｉ ） 、 モ リ ブ デ ン （ Ｍ ｏ ） な ど の 金 属 元 素 を 添 加 す る 必 要
が あ り 、 こ れ ら 金 型 は 一 定 の 時 間 使 用 さ れ て か ら 、 該 金 属 元 素 が 前 記 貴 金 属 膜 か ら 金 型 の
外 表 面 に 拡 散 さ れ て 原 料 ガ ラ ス と 反 応 し 、 金 型 の 精 度 及 び 成 形 品 の 品 質 に 影 響 す る こ と が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 プ ラ ズ マ CVD法 （ Plasma CVD） 或 は 熱 CVD法 （ Thermal CVD） に よ り 炭 化 ケ イ 素 或
は 窒 化 ケ イ 素 膜 を 形 成 す る こ と も で き る が 、 こ れ ら の 膜 は ４ ０ ０ 度 の 高 温 で 光 学 ガ ラ ス の
成 形 品 が 接 着 し 易 く 、 該 成 形 品 を 離 型 す る の は 困 難 に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ４ ， ６ ８ ５ ， ９ ４ ８ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 耐 酸 化 性 で 、 耐 拡 散 性 で 、 高 機 械 強 度 を 有 し 、 且 つ 離 型 が し 易 い 金 型 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 超 硬 被 膜 を 有 す る 金 型 を 提 供 し 、 そ れ は 所 望 の
成 形 品 に 対 応 す る 成 形 面 を 有 す る ベ ー ス と 、 該 成 形 面 に 被 覆 さ れ る 超 硬 被 膜 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 ベ ー ス は 例 え ば Ｓ ｉ Ｃ 、 Ｓ ｉ 、 Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ 、 Ｚ ｒ Ｏ ２ 、 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 、 Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｔ ｉ
Ｏ ２ 、 Ｔ ｉ Ｃ 、 Ｂ ４ Ｃ 、 Ｗ Ｃ 、 Ｗ 、 Ｗ Ｃ － Ｃ ｏ な ど の セ ラ ミ ッ ク 、 金 属 セ ラ ミ ッ ク 或 は 超
硬 合 金 材 料 か ら な る も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 超 硬 合 金 は 窒 化 ホ ウ 素 （ Boron Nitride） か ら 堆 積 し て な る も の で あ り 、 非 晶 質 窒
化 ホ ウ 素 基 材 、 及 び 該 非 晶 質 窒 化 ホ ウ 素 基 材 中 に 分 布 さ れ る 立 方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 を 含
む 。 該 非 晶 質 窒 化 ホ ウ 素 基 材 は 連 続 し て 分 布 し 、 該 立 方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 は 該 非 晶 質 窒
化 ホ ウ 素 基 材 中 に 離 散 し 、 或 は 部 分 的 に 連 続 し て 分 布 し 、 且 つ 立 方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 の
粒 径 は ナ ノ メ ー ト ル オ ー ダ ー で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 超 硬 合 金 膜 は プ ラ ズ マ CVD法 或 は ズ パ ッ タ 法 に よ り 製 造 し 成 す も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 技 術 と 比 べ て 、 金 型 ベ ー ス の 高 硬 度 表 面 に 窒 化 ホ ウ 素 超 硬 被 膜 を 形 成 す
る 。 こ と に よ っ て 、 金 型 は 、 成 形 す る 際 に そ の 表 面 の 非 晶 質 窒 化 ホ ウ 素 の 良 好 な 潤 滑 性 に
よ り 光 学 ガ ラ ス 成 形 品 と 接 着 し な く て 離 型 し 易 く な り 、 立 方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 の 極 高 の
硬 度 に よ り 成 形 面 の 機 械 強 度 を 向 上 す る こ と が で き 、 ま た 、 該 超 硬 被 膜 は 金 型 ベ ー ス の 金
属 元 素 の 拡 散 を 防 止 し 、 ガ ラ ス 成 形 品 に お け る 不 良 影 響 を 生 か す こ と を 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 図 示 と 併 せ て 本 発 明 の 第 一 実 施 例 を 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 一 実 施 例 に お い て 、 非 球 面 光 学 レ ン ズ を 成 形 す る た め の
金 型 １ ０ は 金 型 ベ ー ス １ ２ 、 及 び 金 型 ベ ー ス １ ２ の 成 形 面 に 形 成 さ れ る 膜 １ ４ を 含 む 。 金
型 ベ ー ス １ ２ は 、 例 え ば Ｓ ｉ Ｃ 、 Ｓ ｉ 、 Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ 、 Ｚ ｒ Ｏ ２ 、 Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 、 Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｔ
ｉ Ｏ ２ 、 Ｔ ｉ Ｃ 、 Ｂ ４ Ｃ 、 Ｗ Ｃ 、 Ｗ 、 Ｗ Ｃ － Ｃ ｏ な ど の セ ラ ミ ッ ク 、 金 属 セ ラ ミ ッ ク 或 は
超 硬 合 金 材 料 を 焼 結 し て 成 す も の で あ る 。 金 型 ベ ー ス １ ２ の 成 形 面 は 、 所 要 の 非 球 面 光 学
成 形 品 の 形 状 に 対 応 す る 非 球 面 形 状 で あ る 。 膜 １ ４ は 、 金 型 ベ ー ス １ ２ の 成 形 面 に 被 覆 さ
れ 、 非 晶 質 窒 化 ホ ウ 素 １ ６ （ Amorphous Boron Nitride） 及 び 立 方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 １
７ （ Cubic Boron Nitride） を 含 む 窒 化 ホ ウ 素 材 料 を 堆 積 し て 成 す も の で あ る 。 非 晶 質 窒
化 ホ ウ 素 １ ６ は 立 方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 １ ７ の 分 布 用 基 材 と す る 連 続 膜 で あ り 、 立 方 格 子
窒 化 ホ ウ 素 粒 子 １ ７ は 膜 １ ４ 全 体 の １ ０ ～ ６ ０ ％ （ モ ル 百 分 率 ） で 非 晶 質 窒 化 ホ ウ 素 基 材
１ ６ 全 体 に 離 散 さ れ る か 、 或 は 部 分 的 に 連 続 し て 分 布 さ れ る も の で あ る 。 立 方 格 子 窒 化 ホ
ウ 素 １ ７ の 粒 径 は ナ ノ メ ー ト ル オ ー ダ ー で あ り 、 ５ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ が 好 ま し い 。 膜 １ ４ の 厚
さ は １ ～ １ ０ ０ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 勿 論 、 本 発 明 の 内 容 は 異 な っ た 形 状 及 び 用 途 の 他 の 成 形 品 を 製 造 す る た め の 金 型 に も 使
用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 二 実 施 例 に お い て 、 平 面 光 学 ガ ラ ス を 成 形 す る た め の 金
型 ２ ０ は 平 滑 な 表 面 を 有 す る 金 型 ベ ー ス ２ ２ 、 及 び 金 型 ベ ー ス ２ ２ の 成 形 面 に 形 成 さ れ る
膜 ２ ４ を 含 む 。 金 型 ベ ー ス ２ ２ は 、 例 え ば Ｓ ｉ Ｃ 、 Ｓ ｉ 、 Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ 、 Ｚ ｒ Ｏ ２ 、 Ａ ｌ ２

Ｏ ３ 、 Ｔ ｉ Ｎ 、 Ｔ ｉ Ｏ ２ 、 Ｔ ｉ Ｃ 、 Ｂ ４ Ｃ 、 Ｗ Ｃ 、 Ｗ 、 Ｗ Ｃ － Ｃ ｏ な ど の セ ラ ミ ッ ク 、 金
属 セ ラ ミ ッ ク 或 は 超 硬 合 金 材 料 を 焼 結 し て 成 す も の で あ る 。 膜 ２ ４ は 非 晶 質 窒 化 ホ ウ 素 ２
６ 及 び 立 方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 ２ ７ を 含 む 窒 化 ホ ウ 素 材 料 を 堆 積 し て 成 す も の で あ る 。 非
晶 質 窒 化 ホ ウ 素 ２ ６ は 立 方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 ２ ７ の 分 布 用 基 材 と す る 連 続 膜 で あ り 、 立
方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 ２ ７ は 膜 ２ ４ 全 体 の １ ０ ～ ６ ０ ％ （ モ ル 百 分 率 ） で 非 晶 質 窒 化 ホ ウ
素 基 材 ２ ６ 全 体 に 離 散 さ れ る か 、 或 は 部 分 的 に 連 続 し て 分 布 さ れ る も の で あ る 。 立 方 格 子
窒 化 ホ ウ 素 粒 子 ２ ７ の 粒 径 は ナ ノ メ ー ト ル オ ー ダ ー で あ り 、 ５ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ が 好 ま し い 。
膜 １ ４ の 厚 さ は １ ～ １ ０ ０ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 両 実 施 例 に お い て 、 金 型 ベ ー ス １ ２ 及 び ２ ２ は 焼 結 、 或 は 他 の 方 法 に よ り 加 工 し て
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成 し 、 膜 １ ４ 及 び ２ ４ は 例 え ば マ イ ク ロ ウ エ ー ブ プ ラ ズ マ CVD法 等 の プ ラ ズ マ CVD法 或 は ズ
タ ッ パ 法 に よ り 堆 積 し て 成 す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 金 型 １ ０ （ ２ ０ ） は 、 高 硬 度 、 高 機 械 強 度 の 金 型 ベ ー ス １ ２ （ ２ ２ ） に よ り 高
温 成 形 過 程 に よ る 圧 力 及 び 応 力 が 支 持 さ れ る 。 金 型 ベ ー ス １ ２ （ ２ ２ ） の 成 形 面 に 被 覆 さ
れ る 膜 １ ４ （ ２ ４ ） は 、 よ り 柔 ら か い 非 晶 質 窒 化 ホ ウ 素 １ ６ （ ２ ６ ） 、 及 び 高 硬 度 の 立 方
格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 １ ７ （ ２ ７ ） を 含 む 酸 化 し 難 い 窒 化 ホ ウ 素 材 料 か ら 成 す も の で あ り 、
そ の 非 晶 質 窒 化 ホ ウ 素 １ ６ （ ２ ６ ） の 原 子 が ｓ ｐ ２ 混 合 軌 道 の 構 造 で あ る の で 、 よ い 潤 滑
性 を 有 し 離 型 し 易 く な る 。 高 硬 度 、 小 粒 径 の 立 方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子 １ ７ （ ２ ７ ） は 金 型
表 面 の 機 械 強 度 及 び 精 度 を 向 上 す る こ と が で き る 。 ま た 、 膜 １ ４ （ ２ ４ ） は 金 型 ベ ー ス １
２ （ ２ ２ ） 内 の 金 属 元 素 の 拡 散 を 防 止 し 、 ガ ラ ス 成 形 品 に お け る 不 良 な 影 響 が 生 じ る こ と
を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 本 発 明 の 金 型 は 、 耐 酸 化 性 で 、 耐 拡 散 性 で 、 高
機 械 強 度 を 有 し 、 且 つ 離 型 が し 易 い 長 所 を 有 す る こ と が 分 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 の 非 球 面 光 学 ガ ラ ス 成 形 品 を 製 造 す る た め の 金 型 の 模 式 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 の 平 面 光 学 ガ ラ ス 成 形 品 を 製 造 す る た め の 金 型 の 模 式 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ ０ 、 ２ ０ 　 金 型
　 １ ２ 、 ２ ２ 　 金 型 ベ ー ス
　 １ ４ 、 ２ ４ 　 膜
　 １ ６ 、 ２ ６ 　 非 晶 質 窒 化 ホ ウ 素
　 １ ７ 、 ２ ７ 　 立 方 格 子 窒 化 ホ ウ 素 粒 子
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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